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補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７

２
５
９
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
１
３
億
２
５

９
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
補
正
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
費
負
担
金
３
億
２
５

６
８
万
７
千
円
の
増
お
よ
び
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
費
補
助
金
１
億
７

１
４
万
円
の
増
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
対
し
、
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

○
歳
出
の
補
正
内
容

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
・
第
２
号
・
第
３
号
）
を
可
決

学
校
給
食
費
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を
可
決

環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た

学
校
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

事
業
３
７
５
９
万
５
千
円
の
増
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
の
貸
与
お
よ
び
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
４
億
３
２
８
２
万
７

千
円
の
増
に
つ
い
て
は
、
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

　

補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３

６
０
５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
可
決

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
１
６
億
３
８

６
５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
補
正
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金

５
９
３
４
万
３
千
円
の
増
に
つ
い

て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

支
給
事
業
お
よ
び
職
員
手
当
に
対

し
、
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
１
億
５

７
９
０
万
円
の
増
、
外
３
補
助
金

の
増
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業

お
よ
び
職
員
人
件
費
に
対
し
、
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
歳
出
の
補
正
内
容

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給

事
業
５
８
９
３
万
８
千
円
の
増
に

つ
い
て
は
、
支
援
金
の
申
請
期
限

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業
２
億
７
５
０
３
万

４
千
円
の
増
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
児
童

一
人
当
た
り
５
万
円
の
特
別
給
付

金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

　

補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
億
２

３
２
０
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
億
６
１

８
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
補
正
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
６
億

２
５
７
２
万
３
千
円
の
増
に
つ
い

て
は
、
国
の
経
済
対
策
に
基
づ
く

交
付
金
で
、
生
活
支
援
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
、
外
９
事
業
に

対
し
、
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
歳
出
の
補
正
内
容

　

敬
老
会
開
催
事
業
１
億
29
万
９

千
円
の
増
に
つ
い
て
は
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
に
対
し
、
一
人
当
た

り
２
千
円
分
の
商
品
券
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

生
活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
業
２
億
５
８
３
７
万
７
千
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決

の
増
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

住
民
税
の
う
ち
均
等
割
の
み
を
課

税
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
対
し
一
世

帯
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

　

水
稲
経
営
次
期
作
支
援
事
業

４
０
７
０
万
円
の
増
に
つ
い
て
は
、

米
生
産
者
に
対
し
、
次
期
作
付
け

に
必
要
な
種
苗
代
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　

施
設
園
芸
等
燃
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
１
０
０
５
万
円
の
増
に
つ

い
て
は
、
原
油
価
格
等
の
高
騰
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
施
設
園
芸
等

の
農
業
経
営
者
に
対
し
、
燃
料
購

入
量
に
応
じ
て
、
上
限
20
万
円
の

助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
応
援
給
付

金
支
給
事
業
１
億
３
８
５
２
万
２

千
円
の
増
に
つ
い
て
は
、
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
事
業
者
に
対
し
、
一
事
業

者
当
た
り
法
人
10
万
円
、
個
人
事

業
者
５
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

小
学
校
給
食
費
支
援
事
業
３
０

３
０
万
６
千
円
の
増
、
中
学
校
給

食
費
支
援
事
業
１
６
１
６
万
６
千

円
の
増
お
よ
び
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
１
０
３
１
万
４
千
円
の
増

に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
の
食
材

料
費
高
騰
分
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】
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地
球
温
暖
化
や
激
甚
化
・
頻
発

化
し
て
い
る
災
害
等
に
対
し
、
地

球
規
模
で
の
環
境
問
題
へ
の
取
組

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
取
組
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
共
建

築
物
の
中
で
も
大
き
な
割
合
を
占

め
る
学
校
施
設
の
老
朽
化
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
中
、
教
育
環
境
の
向

上
と
と
も
に
、
学
校
施
設
を
教
材

と
し
て
活
用
し
児
童
生
徒
の
環
境

教
育
を
行
う
「
環
境
を
考
慮
し
た

学
校
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
事
業
」

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
現
在
「
エ
コ
ス

ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
」
と
し
て
、
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
、
環
境
省
が
連
携
協
力
し
、

認
定
を
受
け
た
学
校
が
施
設
の
整

備
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
関
係

各
省
よ
り
補
助
事
業
の
優
先
採
択

な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
平
成
29
年
か
ら
今
ま
で
２
４

９
校
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
支
援
と
し
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
は
「
地
域
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
国
・
地
方
脱
炭

議
員
提
出
議
案

環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た

学
校
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の

さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

学
校
給
食
費
に
係
る
公
会
計
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
学
校
給
食
費

の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

学
校
給
食
費
の
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
を
可
決

※
公
会
計
化

現
在
、
学
校
が
行
っ
て
い
る
学
校

給
食
費
の
徴
収
・
管
理
を
、
令
和

５
年
度
か
ら
、
市
が
行
う
「
公
会

計
制
度
」
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。

素
実
現
会
議
）」
に
基
づ
く
脱
炭

素
先
行
地
域
な
ど
の
学
校
の
う
ち
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ　

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
を
達
成
す

る
事
業
に
対
し
、
８
％
の
単
価
加

算
措
置
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
補
助
と
し
て
は
、

新
増
築
や
大
規
模
な
改
築
の
ほ
か

に
、
例
え
ば
、
教
室
の
窓
を
「
二

重
サ
ッ
シ
」
に
す
る
等
の
部
分
的

な
補
助
事
業
も
あ
り
、
あ
る
雪
国

の
学
校
で
は
電
力
を
大
幅
に
削
減

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
に
快

適
な
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽
光
発

電
、
壁
面
緑
化
や
自
然
採
光
等
を

取
り
入
れ
た
身
近
な
教
材
と
し
て

の
学
校
施
設
を
通
じ
て
、
仲
間
と

と
も
に
環
境
問
題
や
環
境
対
策
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
科
学
技
術
へ

の
触
発
と
な
り
、
ま
た
、
最
新
の

技
術
等
を
学
ぶ
貴
重
な
教
育
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
事

業
が
全
国
の
学
校
施
設
で
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
達
成
及
び
環
境
教
育

の
推
進
を
行
う
た
め
に
は
、
さ
ら

に
加
速
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
特
に
、
多
く
の

学
校
で
の
実
施
が
重
要
で
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
学
校
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に

関
す
る
先
導
的
な
モ
デ
ル
の
構
築

学校給食費　公会計化イメージ
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及
び
そ
の
横
展
開
等
の
技
術
面
及

び
学
校
施
設
整
備
に
対
す
る
国
庫

補
助
と
し
て
の
財
政
面
に
つ
い
て
、

以
下
の
事
項
に
留
意
し
て
さ
ら
な

る
推
進
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め

ま
す
。

　
　
　
　

記

１　

技
術
面
に
関
し
て
は
、
学
校

施
設
に
関
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
新
た

な
技
術
の
開
発
や
周
知
を
行
う
。

特
に
、
新
築
や
増
築
と
い
っ
た
大

規
模
事
業
だ
け
で
は
な
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ

や
二
重
サ
ッ
シ
と
い
っ
た
部
分
的

な
省
エ
ネ
改
修
事
業
も
、
し
っ
か

り
と
周
知
を
行
い
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
む
自
治
体
・
学
校

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
及
び

環
境
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
る
こ

と
に
留
意
し
て
、
周
知
の
徹
底
に

取
り
組
む
こ
と
。

２　

財
政
面
に
関
し
て
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
及
び

環
境
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
多

く
の
学
校
が
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
施
設
整
備
に
対

す
る
事
業
予
算
額
を
増
額
す
る
こ

と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
４
年
６
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

財　

務　

大　

臣　

様

文
部
科
学
大
臣　

様

農
林
水
産
大
臣　

様

国
土
交
通
大
臣　

様

環　

境　

大　

臣　

様

　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

春
日
部
市
議
会
よ
り
市
長
へ
の

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
行
い
、
原
油
高
・
物
価
高
騰
等

に
よ
り
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
及
ん
で
い
る
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活
用

し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
、

５
月
20
日
に
議
長
、
副
議
長
お
よ

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
特
別
委
員
長
、
副
委
員
長
の

４
名
で
岩
谷
市
長
へ
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

詳しい内容
はこちらから

↓

・「カーボンニュートラル」とは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガ
　スの「排出量」から、植木、森林管理などによる「吸収量」を差し引い
　て、合計を実質的にゼロにすることを意味しています。
・ＺＥＢ（ゼブ）とは、Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネ
　ルギー・ビル）の略称で、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費
　するエネルギーをゼロにすることを目指した建物のことです。

環境省ＺＥＢ     ＰＯＲＴＡＬのホームページより
　太陽光や地中熱利用などを導入することや、より高い省エネ性能を実現して、
　建物エネルギー消費量を減らし、カーボンニュートラルの実現に向けた建物（イメージ）


